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ThefirstdescriptionabouttheDDTイeSistance

oftheTakatsukistrainwasmadebyYamasaki29),

YamasakiandNarahashi80)LTheydescribedthat

DDTwasquiteineffectivetobothHikoneand

Takatsuk卜strains,Sothatthecalculationof

LDBOCOuldnotbemade.Theysaidthatresults

arerattlertObeexpectedforthembecausethe

ineEfcctivcnessofDDTagainstsomestrainsof

thehouseflieshasalreadybeendemonstrated

intheirlaboratory28).Theyconcludedthathence

itcansafelybesaidthatboththeTakatsuki

andHikonestrainsareresistantstrainatleast

whenteStedbythemethodoftopicalapplト

cation. ExtremelyhighDDT-resistanceinthe

HikonestrainwasdescribedbyTsukamotoand

Ogaki2一㌧ Tsukamotoetal.25,26). Althoughthe
writerwassomewhatastonishedwhenthere-

portsbyYamasaki29),YamasakiandNarahashi30)

werepublished,itisnotimpossibletoconsider

thattheirTakatsukistrainwasheavilycontami･

matedwiththeHikonestrainwhentheyused

themfortheirexperimentortheirTakatsuki

strainwasselectedtotheextenttoshowthe

highresistancetoDDT withanyinsecticidal

pressure.

From theresultofexperiment mentioned

above,thewriterwishestoconcludeasfollows:

Theso･calledTakatsukistrainisnotsoresistant

toDDTastheLD"cannotbedeterminedby

thetopicalapplicationmethodasdescribedby

Yamasaki21),YamasakiandNarahashi30),Yasu.

tomi33-86),andSuzuki21-23㌧Onthedevelopment
ofDDT-resistancein-theTakatsukistrainwill

bedescribedbylkemoto9)inthesamebulletin.

Accordingtohisexperimentalresult,theTaka･

tsukistraintestedbyYasutomiisseemedtobe

theoffsprlngSelectedwithDDTforsomegen-

erationsandreachedtothemaximum levelof

resistance. HoskinsandNagasawa8)described

thattheSCRstrainselectedwithSevinshowed

acrossresistancetoDDT.Therefore,theDDT-

resistancesfoundinwriter'sexperimentarenot

alltheresultofDDT-selection.

Thesuccessiverearingoftheoriginalpopula･

tionofthestandardstrainshouldbecarried

outatacertainlaboratorytakingeverypossible

caretoavoidanyInsecticidalpressure,contami･

nationofotherstrains,etc.,andthedistri･

butionofstrainshouldbemadefromthatla･

boratorytootherlaboratoriesfortheirexperi･

mentaluseatregularintervals.Markillgthe

strainswithvariousvisiblemutantcharacters

aswhiteeye,carmineeyeJetc･IWhicharenot

concernedinthesusceptibilitytoinsecticideis

consideredtobeausefulmeasuretoavoidthe

contaminationbetweenstrains.

Deye10pmentofDDT-ReSi8tanC℡intheSo･called"Takntsuki"StrainoftlleⅡouSe･fly,MuBCa
domeBLicauEcL'na.HajimeIRmtαrO(IharaAgriculturalChemicalsInstitute,Simizu)Received

August1,1962.Botyu･Kagcku,27,76,1962.(withEnglishrisum6,78).

12. 高槻系イエバエの DI)T 抵抗性の発達* 池本 始 (イハラ出来研死所)37.8.1受FJl

関税系 イエバエの成虫をP,I)I-DDTで軸汰したところ, わずかF6で抵抗性の増大はほほ平衡に
;BLT:.雌は1匹あたり60-100γで30%から40,%の致死率しかしめきないようになった.堆もか

I.LH)抵抗性を増加した.

7.'11槻系イエバエ Muscadomesh'cavicinaMacqu･

ardtはP,P'-DDT(以下 DDT とする)にたいして雌
1匹あたり60Tの典妃で30-32,%の致死率しかしめ

さず,実験室において DDTで長川InJ湘汰してもそれ

以上にさほど顕著な抵抗性の増大はみとめられないと

いわれているも5).しかしイハラ農薬研死所で飼育され

ているplS槻系イエバエの雌1匹あたりの LD50(中火

*昭和37年7月12日.日本応用動物昆虫学会東伯文
部耶1回例会において発衣した.
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致死米袋)は 10Tにすぎない. 安苗1,6)によって守削ti

された高槻系イエバエはなんらかのかたちで DDTに

たいして,抵抗性が発述してきたものとかんがえられ

ち.この点を検討するため著者は当所で飼lfされてい

る高槻系イエバエをつかって DDTで軸沈むこころ

みた. その結果安田4,5)の報告しているT.S槻系イエバ
エの致死率とおなじ程皮に抵抗性が発通したので次に

稚岱することにした.
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英検材料および方法

1) tJも.拭11tLdl 火F的に川いた前脚系イエバエは1959

叩5ljに3,.(n;火･t:'(.化IT･'研')1所から糊料こ分.消され,

以絶TT"llpQ:25●C.TiTj尉W.T_[165%のもとで,芯m的な芽rl
山刑の湘比がおこなわれることなしに保存されてきた

ものである.幼虫の銅だはいわゆる豆囚約と耐母を用

いる万班にしたがい,成虫糊は砂班と水で飼育した.

当所で飼符をはじめた1959年5月から約 1年間は

DDTにたいする LD50はしらべられていないが,そ

の後の検定によると, この1,2年間LD50はかわっ

ていない (1960咋9月,早 10.0γ,含5.16T.,1961年

11月,早 10.0γ,吉4.2γ;1962咋4月,辛 10.2γ,

古4.2γ).

2) 班用紫刑 TechnicalDDTをメタノ-ルで朽

fJiした似点 108oCのものをつかった.

3) 非琉-致死率河村胡粉 羽化後3日日の成iLl(雌
椛40対)をェーテルで90秒TE'il麻即しておき,所定典iTt
のアセトン桁紋をマイクロサイt)ンジで 1匹あたり

0.001cc宛,胴滞背両に滴下処和した.そして雌椛別
々に稀釈牛乳をあたえた厄径 9cm,市さ7cm のシ

ャ-レにいれて 25oCに放mL,24時Il'u後の死虫数を

しらべた. 各班lfElかこ実験を2,3回くりかえした.
そして各a'rl皮でえられた平均致死率を対数正規仰三軍紙

上にプロットして, 非晃一致死卑叩可帰屯緑を 日分流で

もとめた.

4) 湘汰の万は 羽化役8-24汀馴uRの成虫に,雌

iJF.それぞれに1070'から30%FIl.liri'の!l三TJ:呼のえられる英

紙,irJ流下処和し,IJ三きのこったT戊山に交Ti,純卵させ

て次代をえる方はをくりかえした. FOからは成山1
匹あたり100Tを柿下処刑しても,生存率',は30,%をこ
え,処班9.等矧 こたいする吸収訳は限界点にiBしている

とかんがえられるので,1匹あたり1007;以上は処斑

しなかった.

実験結果および考察

茄1図にしめすように FBの恥まLD5｡で約4倍ほ

ど抵抗性を増加し,F6では さらにいちぢるしく糊加

した.雌1匹あたり60r以上を処理しても最大致死

率は40%をこえなかった.さらに5代ほど淘汰をつづ

けたが,この値はほとんどかわらなかった.ほぼ平衡

に述したものとかんがえられる. 雄では F3で LD50

で約1.3LlT･の toleranceなえた. そして約4%は1

匹あたり20γから 100Tの'･ySmで処和されても死亡

しなかった.帖代をかさねるにしたがいtoleranceは

次矧 こmL, Fdでかなり机TJt作を印加し LD50で9

LLr･ほどになり,60Tから 100Tの灘FLtで処刑!されても

約35,%は/ETJJ･するようになった.さらに5代ほど湘托

されたが,このfL((はほとんどかわらなかった.ほぼIIT7･

街に述したものとかんがえられる.

現払 高槻系イエバ_T-のTl:f.系はil(.W火♪:'･･'.化学研'jt

所に保存されていないし,またM所で topicalappli･

cationによる DDTの LD80はaurJlされていないの

で,当所で飼IT.されているT.'.S槻系イエバエの DDTに

10 100 1

Dosage (r/fly)

Fig.1 Dosage-mortalityregressionlinesindicatingdevelopmentofDDT-
resistanceintheso･calledHTakatsuki"strainofthehousefly,Musca
([omesh'cavl'cinL;WhenDDT wasappliedtopicallyinacetone. -0-P,-●-F2,-A-FS,-O- F一,-×- F5,-▲- F6,-▽-F7,-0- Fll
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たいするLD50が高槻系 イエバエの原系のそれとお

なじであるかどうかあきらかでない.しかし長沢2)

によると化学研兜所から分設された高槻系イエバエ

は2,3の研兜依田で, しば らくするとDDTにた

いして抵抗性を増してきたといわれる.従って,高槻

系イエバエは欧米のイエバエ M.domesLicadomes･

iicaよりもDDT にたいして強い生理的品種だとし

ても,安打1㌔)および山崎 ･檎橋ユ)が強調するほどDDT

にたいして強いものとはかんがえられない.そして当

所で飼育されている高槻系イエバエの成虫を DDTで

淘汰すると,わずか6世代でいちぢるしく紙抗性を増

加し,以後はほぼ平衡に達し,平衡に透した世代の致

死率は安富1,6)の報岱した高槻系イエバエのそれに酷

似しており,安富4,5)によって報告された高槻系イエ

バエはさらに bDTで淘汰をくりかえしても抵抗性は

さほど放くならないので,安田の飼育している高槻系

イエバエは DDTにたいして感受性のつよい個体iffか
らDDTによって軸汰され.ほぼ平衡に述した胴体が
であるとかんがえた方が安当のようである,

M.fJomesticL7domesLicaの DDT抵抗性は初め

の約30Lは代は徐々に増加し,紬汰柴垣は当初の約10倍

税収になるが,つぎの10脚 eで抵抗性の増加は急速と

なり約100LilI･という拭い抵抗性をしめすようになると

いわれる1).7';槻系イエバエの DDT抵抗性増大の様

式は At.d.domesticaのそれといちぢるしくことな

る.なJJl,DDT抵抗性の安定性およびほかの殺虫剤

にたいする交叉航抗性などについては別の機会にゆず

りたい.

要 ` 約

7:有税系イエバエ (9,9'-DDTの LD6.は ♀10.Or/

fly,令4.2γ/fly)の成虫を10-30%程度の生存率が

えられる兆丘の9,9'-I)DTで淘汰したところ,雌雄と

もに抵抗性を増加した.FBで雌1匹あたり60-100T

で30-40%の致死率しか しめさないようになった.

これは安富5)によって "高槻系イエバエは もともと

p,p'-DDTに強い生理的品位であった"とされた根拠

となっている致死率によく一致する.雄もF｡でかな
りの抵抗性を増加した.

末文ながら,本研究をおこなうにあたり御指村と御

校閲を賜わったイハラ濃集研究所の長沢純夫博士に解

くお礼を巾しあげる.
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R由um占

ThedevelopmentofDDT-resistanceinthe

so･called"Takatsuki"strainofthehousefly,
MuscadomesEica viciTlaMacquardt,was ex･

aminedusingtheflieswhichhavebeenreared

atthelharaAgriculturalChemicalsInstitute

forsomeyearswithoutanyintentionalinsectト

cidepressure.

BeforetheDDT-pressure,theLD600fthis

strainforp,?I-I)DTwaslO･Or/辛whenitwas
appliedtopicallylnaCetOnetOthenotum.

WithDDT-pressureforsixgenerations,I)DT-

resistancedevelopedtotheextentthatthe

maximummortalitydoesnotexceed40,00'with

dosagesmorethan60γ.

JointToxicActionofHixture80fMahthion,DimethoateandI)ibromtoAdlllt80fthe

CommonⅡOtlSeFly,MuBCadomeBtZ'cavicJ'na.StudiesontheBiologicalAssayofInsecticides.

XLI. SumioNAOAŜWAandYoshifuyuTsURUOK̂ (ⅠharaAgriculturalChemicalsInstitute,
Simizu).ReceivedÅug.1,1962.Bolyu･Kagcku,27,78,1962.(withEnglishr6sum6,81).

13. イエバエに対する malathion,dimethoateおよび Dibrom の連合作用毒性 裳'l山
剤の生物誠敗にLqする研死 節41拙 長沢純犬 ･松岡義冬 (イハラ出薬研究所)37.8.1受理

イエバェに対するmalathionとdimethoate,およびDibrom の連合作用詔性を縞下処班班に

よってしらべた. malathionに対するdimethoateの丑が増すにしたがって述合作川型式は,

synergism からantagonism に移行したが, その他には有意性がなく,similarjointactionと

考えられた.malathionに対するDibrom の塁を増した場合は.次郎にsynergism の度合を和人

し,出合比が57:43の場合にはその他に有意性がみられた.
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